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愛媛県西条市の高木です。

私事ですが、 6月 のにちなんおろちを走ってか ら、まったく大会には参加 して

いません。

12月 20日 に西条市駅伝競走大会があり、それが久々の大会 となります。

2ヶ 月くらい前にメンパーの発表があ りAチ ームのアンカーになつていました。

「監督、勝負あきらめたかぁ。」と思いつつ、「まあいつ力、1

フルマラノンは2月 28日 のそ うじゃ吉備路マラノンにエン トリー しています。

菊地様、これか らはだんだんと寒 くなつてきますが、風邪などひかれぬ様、

ご自愛下さい。

もう少 しまめに連絡せんといかんなぁと反省 しつつ、 12月 11日

―
― 一 ― ― ― 一 ― ― 一 一 ―

― h   一 ― ― ―

― ― ‐
―



■ oOキ ロマラツン Lや あ ~な る

1984年9月15日第 1号発行～

99■0826!磐田市美原町30-24

2つり7■′ユカ/?。
ゑ甥ユ)″城ダ

毛いみにもたのえたあら女ぐれ″。.
年々キヽキ歩こ仏1斉銘あろ,す歩予がそL4ないやれ旋L   と     つ

おっ後非 →ボ 妖 み力激マR七汚り切えけて核メことネ昧

名鶏倉縄み紹鹸灘準拶デ鞠括ぅ

福 岡 国 際 マ ラ ツ ン  完 走 記 (ゃっ と ・・ ・)

12月 6日 (p午 前 10時 10分、地下鉄大湊公園駅に着き徒歩で平和台陸上競技場に向かう。頭_Lを旋回し

ているヘツヨブ
~の 音がいつもながら 「今年も着たかあ」という緊張感を高める。大濃公国内の陛L競技場に

行くためにはフ ノンコースでもある 「橋Jを 渡らないといけなV、 これがやや上りの傾斜がついていて、大し

たことはないのせがレースの終盤となるとかなり足に来る。「元気にこれを走りきりたいものだなあ」と思いなが

ら、渡つて更療 に向かつた。曇り空でや制批寒い。「明日は晴れて暖かくなりますよ」と前日行つたスポーツ店

のお姉さんがぎ ていたがヽ完全に外している。後半走る海沿いの風が冷たそうだ。

12時 4分、ラタ
~卜 地点に整列、ゼックン番引頃に並ぺられる。

私は、10月 20!までは連続で 1時間しか走れずこの大会を発権しようと思っていた。それが、そこから回復し,

最低限の練習力ぐきヽ今ここのスター ト地点にいる。神様、仏様、女神様、みんなに感謝 !「だいでろどご、チ

ャンポンしてが していいがなあ?Jと 思いつつも、感謝の気持ちでスター トラインに立った。

12時 10分スンート、走り始めはいつも苦しい、息が上がる。「ます い い位置を 1いV壮 ほを 1)と 思いなが

ら、lk Hl通過、3分 弱 仇 なかなかいい入り。大濠公園を1厨 しいよいよ福岡の町へ、公園からそれて大通り

を左折するとポ
~ス ヽ大都会の風景が飛び込んでくる。

沿道の応援も'ごV  `10月 に走らせていただいた藤島地区駅伝、私が走った 「野田目一三和問3kn」 での、

沿道平均応援にヨわいを、応機にぎやかさを表す判立 「1フイフイ」とすると、約3 klH地点の福岡の応接はい

きなり551Xl～600ワ イワイに相当する。

応援を背に 5P地 点通過、17分 配 仇 だいたいプラン通り、でも連うのはどこか苦しV、 V つヽもならペー

スをちかみ、体btRAて楽に走れるところ亀 できるだけリランクスを心がけ、集団の中で力を使わないように

走り続けた。初めの結水は、いつも慕通りしている。給水を取るために、集画の中での位置を変え、水を取つた

りなんだりするβはリズムが崩れてしまうのでそのまま行く。でも必ず優しい人がいる。自分が飲んだ後'どう?」

と差し出してく'るのだ。「人の好意を無げに断るなJと死んだばあちゃんが言つていたので、飲みたくもないが

ありがとうと頂 た`。ちよっと飲んで、隣の人に 「どうぞJを 差し出すと、「V いヽやJと 断られた。核孝抜育ちの

人に違いないと3つた。

そんなこんな。10Xm通 過、この 5km13分 13仇 そして、8とmあ たりからベースに債れてきたのか、呼吸

が楽になってきL途 中大きく左折して 15kalに向かう。このヨースは毎年追い風になりたりやすい。今年も例

年通りで集団の
ミ~ス もやや上がった。大したことはないペースアンプだつたが、少しずつ苦しくなつてきた。

前を行くだいだ 色`シャツの人 (だいだいさんと呼ぶ)を ベースメーカーにしてついていった。

1軌m過 ぎ辺 )で沿道に中学生が並んでいて我々が通つたとき、「先生がんばれえ !Jと ポンボンやなん力寺 Vヽ

た紙を盛んに揺うしていた。私の2Paが
“
その先生

"ら
しし、 チャラチャラと手を振つてニヤついていた。その

光景を見ながら工は 「全く、もつとキリッと反応しろよ !」と心の中でつポやきながら、
“
もし自分だつたら

"、

「あ、同じこととするか !いや、こんな自分だからもつと派手にリアクションするかも!」と思い、彼を温かく

見守った。15kri通過、この5km18分 16松 よく粘つている。

だいだいさんと含め 7,8人 の集団で進んでいく。
“
30k mま では余裕を持つて

'と
思つてはいるものの、15

kmの 今がすでこ決して楽ではない。しかしここで置いていかれるとズルズル下がつていき、完走も危うくなる。

「今年は苦しい'で走る年だ !」と開き直り
“
苦しみの向こう側

"に
ある物を探ることにした。20km手 前にい

くと毎年フライ
ベンおじさんがいる。彼は近所迷惑も考えずフライパンをすりこぎで叩きまくつて応援している。

うれ いと言ガ リうるさい け みませわ 。私は、だい

留 ポ 浩窃ユ坊孝費糧議逢指景禄禽協基懇罫泉王サうすつた。ケヤキ並!卜が続く道を進み201血通過、この5kln

ィーに近づいて' る`感じがした。

だいだいさんま430番台、362番の自分より持ちタイムはよくない。しかしながら、今回力をつけてきたのだ

ろうか、なかな )堪供に走る。10 k IE以降は給水ポイントで水を取つつていくが、集団で走つていると取つた水

を取れなかった に`回す1-緒 にたつているみんなは仲間、「V い`記録が出るようにがんばろうぜ」というスタン

スでお互いがvる 。

―

タ

十　
　
，

で
１
年
ｉ

″
こ
工
て
，
≡
ｒ
呂
Ｉ
ア
ヤ

を″家瑠f:ダ約ぶ転ザ転バカ崩翔 ‖


